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研究報告 
 

本研究は、コウモリ（Myotis daubentonii）のゲノムに内在化したフィロウイ

ルスVP35様配列（EEL35）の機能を解明することを目的として実験をおこなった。

EEL35を過剰発現させた細胞では、フィロウイルス科に属するマールブルグウイル

スまたはエボラウイルスのポリメラーゼ活性が抑制されることが明らかとなった。

また共焦点レーザー顕微鏡を用いた解析では、EEL35を単独発現させた場合とマー

ルブルグウイルスのポリメラーゼ複合体とEEL35を共発現させた場合では、EEL35
の細胞内局在が変化し、ウイルスの複製の場であるinclusion bodyと共局在してい

る可能性が示唆された。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  


